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令和７年度 専攻科学生募集要項

Ⅰ 募集定員

専 攻 定 員

産業技術システムデザイン工学専攻 ２０名

Ⅱ 選抜方法・日程

入学者の選抜は、推薦による選抜、学力による選抜、社会人特別選抜及びタイ政府奨学金留

学生特別推薦選抜とし、次の日程により行います。

選 抜 区 分 選 抜 期 日 選 抜 人 数

推 薦 選 抜 令和６年５月８日 水

名程度

学 力 選 抜 令和６年６月８日 土

社 会 人 特 別 選 抜 令和６年６月８日 土 若 干 名

タイ政府奨学金留学生

特 別 推 薦 選 抜
令和６年５月８日 水 若 干 名

Ⅲ 選抜の基本方針（アドミッションポリシー）

１ 求める入学志願者像

本校の教育理念は「自律と創造」です。専攻科では、本科で学んだ基礎知識と技術を踏ま

え、専攻する分野の研究・開発能力を深め、先端レベルの知識・技術の理解に努めることが

できる人の育成を目指しています。このため、専攻科では、次のような人を求めています。

・専門分野について基礎学力を修得している人

・専門分野について、より高度な知識と研究遂行能力を身につけたい人

・専門知識を基礎にして、多様な人々と協働し、社会に役立ちたいと考えている人

・技術者としての基本的な価値観と国際的な視野をもち、それにしたがって行動できる人
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２ 入学者選抜基準

入学者の選抜は、次の基準によって行います。

（１）推薦選抜

① 本校からの推薦選抜受験者については、各系からの推薦に基づいて、総合的に合否を

判定します。

② 本校以外からの受験者については、面接（専門科目に関する口頭試問を含む。

点 ）、調査書 点 に推薦書及び志望理由書を含めて総合判定します。

（２）学力選抜

学力選抜は、学力検査（英語 点、数学 点、専門科目 点の合計 点）の総合点、

調査書、志望理由書及び面接を含めて総合的に合否を判定します。

なお、本校からの学力選抜受験者については、面接を除いて総合的に合否を判定します。

また、英語については筆記試験を行わず ①（ 含む）、または
②のいずれかのスコアを英語試験点数へ換算します。

注） 、 とは、以下のとおり

＊① テスト（一般財団法人国際ビジネスコミュニケーシュン協会実施、

を含む。）

＊② テスト（国際教育交換協議会実施、 スコアのみ有効）

（３）社会人特別選抜

社会人特別選抜は、小論文 点 、英語換算スコア 点 、面接（専門科目に関す

る口頭試問を含む。 点 ）の総得点、調査書及び志願理由書を含めて総合的に合否を

判定します。

（４）タイ政府奨学金留学生特別推薦選抜

プリンセスチュラポーン王女サイエンスハイスクール（ ）から本校の１年次に入学

したタイ政府奨学金留学生で、本校を令和７年３月に卒業見込みの者に対し、各系からの推

薦に基づいて、総合的に合否を判断します。

Ⅳ 出願について

本校では、 出願システム を導入しています。【 出願サイト】での手続き

後に出願に必要な書類を本校へ提出してください。入学検定料は 円です。【 出願サ

イト】で支払処理をしてください。なお、支払処理する際に別途決済手数料がかかります。入

学検定料支払処理の詳細については、本校ホームページの【 出願エントリーマニュアル】

をご確認ください。
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Ⅴ 推薦による選抜

１ 出願資格

（ ）及び（ ）に該当する者とします。

次の各号のいずれかに該当する者で、在籍の学校長又は学長が学業成績及び人物とも

に優れていると認め推薦する者

① 令和７年３月に高等専門学校を卒業見込みの者で、在籍校の４年次における学業成

績が学科順位 ％以内（本校からの推薦選抜受験者についてはクラス順位 ％以内）

または４年次における成績の平均点が 点以上で、かつ規則に違反して懲戒処分等を

受けていない者

② 令和７年３月に高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含

む。）専攻科の課程を修了見込みの者のうち、学校教育法第 条の２（同法第 条第

１項及び第 条において準用する場合を含む。）の規定により大学に編入することが

できる者で、在籍校の１年次における学業成績が学科順位 ％以内で、かつ規則に違

反して懲戒処分等を受けていない者

③ 令和７年３月に短期大学を卒業見込みの者で、在籍校の１年次における学業成績が

学科順位 ％以内で、かつ規則に違反して懲戒処分等を受けていない者

④ 令和７年３月に専修学校の専門課程を修了見込みの者のうち、学校教育法第 条の

規定により大学に編入学することができる者で、在籍校の１年次における学業成績が

学科順位 ％以内で、かつ規則に違反して懲戒処分等を受けていない者

含む のスコア 点以上（推薦選抜日を基準に、２年以内

に取得したスコアに限る。）、または スコア 点以上を有する者

２ 出願手続き

出願ｴﾝﾄﾘｰ受付期間

令和６年４月９日（火）９時から令和６年４月 日（水） 時まで

出願書類受付期間

令和６年４月 日（火）９時から令和６年４月 日（水） 時まで

（郵送による場合で出願書類受付期間以降に到着したものは、令和６年４月 日

（水）までの消印のあるものに限り受理します。）

出願書類受付場所 茨城工業高等専門学校 学生課入試係

〒 ひたちなか市中根８６６

電話 －
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出願書類等 出願者は、次の出願書類等を提出してください。

出 願 書 類 等 摘 要

推 薦 書
本校所定の様式により、在籍の学校長又は学長が作成してください。様

式は、本校ホームページからダウンロードしてください。

写 真 票

【 出願サイト】で出力したものを印刷し、「受験票」と「宛名票」

を切り離し「写真票」のみを提出してください。【 出願サイト】に

出願用顔写真を登録していない場合には、写真貼付欄に写真（縦４ ×

横３ 出願以前３ヶ月以内に撮影した上半身・正面・脱帽・無背景の

もの）を貼付してください。なお、受験票は試験当日に持参いただきま

すので、大切に保管してください。

調 査 書

成 績 証 明 書

本校所定の様式により、在籍の学校長又は学長が作成した調査書を厳

封したもの及び在籍の学校又は短期大学の所定の用紙を使用した成績証

明書を厳封したものを提出してください。調査書の様式は、本校ホーム

ページからダウンロードしてください。

スコア等の原本

及び写し

（ も含む）スコア 点以上、または

スコア 点以上の「公式認定証」、あるいは「公式スコア票」のいずれか

の原本及び写しを提出してください。（ただし、推薦選抜日を基準に、

２年以内に取得したスコアとします。）

※令和６年４月に実施されるテスト結果を利用する場合、出願期間まで

に公式ホームページ等で確認することが可能であれば出願を認めます。

ただし、後日、原本及び写しを必ず提出してください。

（原本の返却について）

出願書類等を持参した場合：確認後その場で返却します。

出願書類等を郵送した場合：長形３号（ × ）の封筒に、郵便

番号、住所、氏名を記入し、必ず 円分の切手を貼付して、出願書類

等と一緒に郵送してください。

志 望 理 由 書

①志望理由、②専攻科に入学して多様な人々と協働して取り組みたい

事項の２項目について、日本語で句読点を含み 字以上、または英語

で ワード以上で記述（形式は自由）すること。パソコン等で作成し

ても差し支えありません。この理由書は、合否の総合判定及び入学後の

指導の参考にするものです。

なお、志望理由書には氏名を記入し、最下段に総字数（英語の場合は

総ワード数）を記載してください。

そ の 他

現に日本国内に在住する外国人は、在留カードの両面の写し又は国籍

及び在留資格を確認できるもの（パスポートの写し、在日公館の証明書

等）を提出してください。

３ 出願に関する注意事項

【 出願サイト】での手続き後に出願に必要な書類を本校へ提出してください。出

願書類等を郵送する場合は、必ず簡易書留速達郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類

在中」と朱書してください。

入学検定料は 円です。【 出願サイト】で支払処理をしてください。なお、

支払処理する際に別途決済手数料がかかります。検定料の支払い方法をコンビニ払いと

した際、コンビニで支払完了後に【 出願サイト】への反映に時間を要する場合があ

るので、余裕を持ったスケジュールで手続きしてください。
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【 出願サイト】で出願情報の登録と入学検定料の支払いを行い、出願に必要な書類

を不備なく受付期間内に提出することで、出願の完了となりますが、書類に不備がある

場合は受理できません。

本校にて出願書類に不備がないことを確認しましたら、受領連絡として、出願完了メ

ールをお送りします。メールを確認し、「受験上の注意」をダウンロードしてください。

メールが令和６年５月１日（水）までに届かないときは、学生課入試係まで電話をして

ください。

受理した出願書類等及び入学検定料は、返還しません。ただし、次のア、イの場合に

は返還請求ができます。ア：入学検定料を振り込んだが本校に出願しなかった（出願書

類等を提出しなかった又は出願が受理されなかった）場合。 イ：入学検定料を誤って

二重に振り込んだ場合。これらの場合には、学生課入試係までご連絡ください。

４ 選抜方法

入学者の選抜は、面接（専門科目に関する口頭試問を含む。 点 ）、調査書 点 に推

薦書及び志望理由書を含めて総合判定して行います。ただし、本校からの受験者については、

面接は行わず、各系からの推薦に基づいて総合的に合否を判定します。

面 接 期 日 時 間 会 場

令和６年５月８日（水） ： ～ 茨城工業高等専門学校

＊開始 分前までに本校の指定する場所に集合してください。集合場所は願書受付時に

お知らせします。

５ 合格者の発表

発表日時 令和６年５月 日（火） 時 分

発表方法 合格者の受験番号を本校において発表するとともに、合格者には文書で

通知します。

また、本校のホームページにも掲載します。

なお、電話による合否の問い合わせには応じません。

６ 入学確約書の提出

合格通知を受けた者は、令和６年５月 日（金） 時までに「入学確約書」を本校学生課

入試係へ提出してください。 郵送の場合も、令和６年５月 日（金）までに必着のこと。

なお、期限までに「入学確約書」を提出しない者は、本校に入学の意志がないものとして

取り扱います。

７ 入学手続き

入学確約書提出者に別途通知します。ただし、所定の期限内に入学手続きを完了しない者

は、本校に入学の意志がないものとして取り扱います。
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８ 「推薦選抜」に合格しなかった者の取扱い

「推薦選抜」の結果、不合格となり「学力による選抜」を希望する者は、「Ⅵ 学力によ

る選抜」の「２ 出願手続」の「 出願書類等」を整え、令和６年５月 日（月）から令

和６年５月 日（水）までに再度、出願手続きを行ってください。調査書、成績証明書及び

志望理由書の提出は必要ありませんが、入学検定料は再度お支払いが必要です。

９ その他注意事項

選抜当日は「受験票」を必ず持参してください。

入学願書提出後に、住所（郵便受取先）を変更したときは、直ちに本校学生課入試係

に届け出てください。

学士の学位の取得について

本校専攻科は、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の特例適用認定を受けてい

るため、認定科目表に掲げる授業科目の単位を修得し、学修総まとめ科目の履修計画書

と成果の要旨を提出した後、同機構の審査を経て合格した者に学位が授与されます。

ただし、下記の①及び②に該当する場合には、専攻科入学後に特例による学位授与申

請が可能であるかを、大学改革支援・学位授与機構に本校から確認する必要があります

ので、出願前にご相談ください。特例による学位授与申請の要件を満たさないと判断さ

れた場合には、通例による学位授与申請を行い、同機構が実施する学修成果レポート審

査及び小論文試験に合格する必要があります。

①短期大学又は本校と異なる高等専門学校を卒業した者

②本校の学科（本科）に平成 年度以前に入学して本校の学科（本科）を卒業した

者
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Ⅵ 学力による選抜

１ 出願資格

次の各号のいずれかに該当する者とします。

高等専門学校を卒業した者又は令和７年３月卒業見込みの者

高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）専攻科の課

程を修了した者及び令和７年３月末までに修了見込みの者のうち、学校教育法第 条の

２（同法第 条第１項及び第 条において準用する場合を含む。）の規定により大学に

編入することができる者

短期大学を卒業した者又は令和７年３月卒業見込みの者

専修学校の専門課程を修了した者又は令和７年３月修了見込みの者のうち、学校教育

法第 条の規定により大学に編入学することができる者

外国において学校教育における 年の課程を修了した者

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当

該外国の学校教育における 年の課程を修了した者

我が国において、外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当

該課程を修了した者

その他本校専攻科において、高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者

２ 出願手続

出願ｴﾝﾄﾘｰ受付期間

令和６年５月 日（月）９時から令和６年５月 日（水） 時まで

出願書類受付期間

令和６年５月 日（月）９時から令和６年５月 日（水） 時まで

（郵送による場合で出願書類受付期間以降に到着したものは、令和６年５月 日

（水）までの消印のあるものに限り受理します。）

出願書類受付場所 茨城工業高等専門学校 学生課入試係

〒 ひたちなか市中根８６６

電話 －
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出願書類等 出願者は、次の出願書類等を提出してください。

出 願 書 類 等 摘 要

写 真 票

【 出願サイト】で出力したものを印刷し、「受験票」と「宛名票」

を切り離し「写真票」のみを提出してください。【 出願サイト】に

出願用顔写真を登録していない場合には、写真貼付欄に写真（縦４ ×

横３ 出願以前３ヶ月以内に撮影した上半身・正面・脱帽・無背景の

もの）を貼付してください。なお、受験票は試験当日に持参いただきま

すので、大切に保管してください。

調 査 書

成 績 証 明 書

本校所定の様式により、在籍の学校長又は学長が作成した調査書を厳

封したもの及び在籍の学校又は短期大学の所定の用紙を使用した成績証

明書を厳封したものを提出してください。調査書の様式は、本校ホーム

ページからダウンロードしてください。

ただし、出願資格 により出願する者は、次の証明書も併せて提出

してください。

①専修学校が発行する修業年限２年以上で、かつ、修了に必要な総授

業時間数が 時間以上の専門課程を修了したことを証明する証

明書。

②専修学校の専門課程の学科の分野や履修内容が確認できる書類。

また、出願資格 から により出願する者は、調査書を出願資格に

かかる最終学校の成績証明書をもって代えることとします。

スコア等の原本

及び写し

（ も含む）スコア、または スコアの

「公式認定証」､あるいは「公式スコア票」のいずれかの原本及び写しを提出

してください。（ただし、学力選抜日を基準に、２年以内に取得したス

コアとします。

※原本がないものは認めません。

（原本の返却について）

出願書類等を持参した場合：確認後その場で返却します。

出願書類等を郵送した場合：長形３号（ × ）の封筒に、郵便

番号、住所、氏名を記入し、必ず 円分の切手を貼付して、出願書類

等と一緒に郵送してください。

志 望 理 由 書

①志望理由、②専攻科に入学して多様な人々と協働して取り組みたい

事項の２項目について、日本語で句読点を含み 字以上、または英語

で ワード以上で記述（形式は自由）すること。パソコン等で作成し

ても差し支えありません。この理由書は、合否の総合判定及び入学後の

指導の参考にするものです。

なお、志望理由書には氏名を記入し、最下段に総字数（英語の場合は

総ワード数）を記載してください。

そ の 他

現に日本国内に在住する外国人は、在留カードの両面の写し又は国籍

及び在留資格を確認できるもの（パスポートの写し、在日公館の証明書

等）を提出してください。

３ 出願に関する注意事項

【 出願サイト】での手続き後に出願に必要な書類を本校へ提出してください。出

願書類等を郵送する場合は、必ず簡易書留速達郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類

在中」と朱書してください。

入学検定料は 円です。【 出願サイト】で支払処理をしてください。なお、
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支払処理する際に別途決済手数料がかかります。検定料の支払い方法をコンビニ払いと

した際、コンビニで支払完了後に【 出願サイト】への反映に時間を要する場合があ

るので、余裕を持ったスケジュールで手続きしてください。

【 出願サイト】で出願情報の登録と入学検定料の支払いを行い、出願に必要な書類

を不備なく受付期間内に提出することで、出願の完了となりますが、書類に不備がある

場合は受理できません。

本校にて出願書類に不備がないことを確認しましたら、受領連絡として、出願完了メ

ールをお送りします。メールを確認し、「受験上の注意」をダウンロードしてください。

メールが令和６年６月３日（月）までに届かないときは、学生課入試係まで電話をして

ください。

受理した出願書類等及び入学検定料は、返還しません。ただし、次のア、イの場合に

は返還請求ができます。ア：入学検定料を振り込んだが本校に出願しなかった（出願書

類等を提出しなかった又は出願が受理されなかった）場合。 イ：入学検定料を誤って

二重に振り込んだ場合。これらの場合には、学生課入試係までご連絡ください。

４ 選抜方法

入学者の選抜は、学力検査（英語100点、数学100点、専門科目150点の合計350点）の

総合点、調査書、志望理由書及び面接を含めて総合判定して行います。ただし、本校からの

受験者については、面接を除いて総合的に合否を判定します。

学力検査の科目及び出題範囲

試験科目及び出題範囲

数 学 微分積分（微分方程式を含む）、線形代数

専
門
科
目

機 械 工 学 コ ー ス 材料力学、工業力学

電気電子工学コース 電磁気学、電気回路

情 報 工 学 コ ー ス コンピュータハードウェア、コンピュータソフトウェア

応 用 化 学 コ ー ス 分析化学、物理化学、無機化学、有機化学

英 語 （ ）のとおり

英語については、筆記試験は行わず、学力選抜日を基準に２年以内に取得した

含む 、または のいずれかのスコアにより得点を換算する。

換算方法は、次のとおりとする。

含む スコア ÷ －

スコア × －

換算後の点数が 点以上になる場合は 点とする。また、小数点以下が生じた場合

は小数点第１位を切り上げて整数とする。

 
 

出願書類等 出願者は、次の出願書類等を提出してください。

出 願 書 類 等 摘 要

写 真 票

【 出願サイト】で出力したものを印刷し、「受験票」と「宛名票」

を切り離し「写真票」のみを提出してください。【 出願サイト】に

出願用顔写真を登録していない場合には、写真貼付欄に写真（縦４ ×

横３ 出願以前３ヶ月以内に撮影した上半身・正面・脱帽・無背景の

もの）を貼付してください。なお、受験票は試験当日に持参いただきま

すので、大切に保管してください。

調 査 書

成 績 証 明 書

本校所定の様式により、在籍の学校長又は学長が作成した調査書を厳

封したもの及び在籍の学校又は短期大学の所定の用紙を使用した成績証

明書を厳封したものを提出してください。調査書の様式は、本校ホーム

ページからダウンロードしてください。

ただし、出願資格 により出願する者は、次の証明書も併せて提出

してください。

①専修学校が発行する修業年限２年以上で、かつ、修了に必要な総授

業時間数が 時間以上の専門課程を修了したことを証明する証

明書。

②専修学校の専門課程の学科の分野や履修内容が確認できる書類。

また、出願資格 から により出願する者は、調査書を出願資格に

かかる最終学校の成績証明書をもって代えることとします。

スコア等の原本

及び写し

（ も含む）スコア、または スコアの

「公式認定証」､あるいは「公式スコア票」のいずれかの原本及び写しを提出

してください。（ただし、学力選抜日を基準に、２年以内に取得したス

コアとします。

※原本がないものは認めません。

（原本の返却について）

出願書類等を持参した場合：確認後その場で返却します。

出願書類等を郵送した場合：長形３号（ × ）の封筒に、郵便

番号、住所、氏名を記入し、必ず 円分の切手を貼付して、出願書類

等と一緒に郵送してください。

志 望 理 由 書

①志望理由、②専攻科に入学して多様な人々と協働して取り組みたい

事項の２項目について、日本語で句読点を含み 字以上、または英語

で ワード以上で記述（形式は自由）すること。パソコン等で作成し

ても差し支えありません。この理由書は、合否の総合判定及び入学後の

指導の参考にするものです。

なお、志望理由書には氏名を記入し、最下段に総字数（英語の場合は

総ワード数）を記載してください。

そ の 他

現に日本国内に在住する外国人は、在留カードの両面の写し又は国籍

及び在留資格を確認できるもの（パスポートの写し、在日公館の証明書

等）を提出してください。

３ 出願に関する注意事項

【 出願サイト】での手続き後に出願に必要な書類を本校へ提出してください。出

願書類等を郵送する場合は、必ず簡易書留速達郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類

在中」と朱書してください。

入学検定料は 円です。【 出願サイト】で支払処理をしてください。なお、
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選抜期日・検査会場（学力検査）

選 抜 期 日 時 間 科 目 等 会 場

令和６年６月８日（土）
： ～ ：

： ～ ：

数 学

専門科目
茨城工業高等専門学校

＊開始 分前までに本校の指定する場所に集合してください。集合場所は願書受付時に

お知らせします。

他校からの受験者については、学力検査終了後に面接があります。

５ 合格者の発表

発表日時 令和６年６月 日（金） 時 分

発表方法 合格者の受験番号を本校において発表するとともに、合格者には文書で

通知します。

また、本校のホームページにも掲載します。

なお、電話による合否の問い合わせには応じません。

６ 入学確約書の提出

合格通知を受けた者は、令和６年９月 日（金） 時までに「入学確約書」を本校学生課

入試係へ提出してください。 郵送の場合も、令和６年９月 日（金）までに必着のこと。

なお、期限までに「入学確約書」を提出しない者は、本校に入学の意志がないものとして

取り扱います。

７ 入学手続き

入学確約書提出者に別途通知します。ただし、所定の期限内に入学手続きを完了しない者

は、本校に入学の意志がないものとして取り扱います。

８ その他注意事項

選抜当日は「受験票」を必ず持参してください。

入学願書提出後に、住所（郵便受取先）を変更したときは、直ちに本校学生課入試係

に届け出てください。

学士の学位の取得について

本校専攻科は、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の特例適用認定を受けてい

るため、認定科目表に掲げる授業科目の単位を修得し、学修総まとめ科目の履修計画書

と成果の要旨を提出した後、同機構の審査を経て合格した者に学位が授与されます。

ただし、下記の①及び②に該当する場合には、専攻科入学後に特例による学位授与申

請が可能であるかを、大学改革支援・学位授与機構に本校から確認する必要があります

ので、出願前にご相談ください。特例による学位授与申請の要件を満たさないと判断さ

れた場合には、通例による学位授与申請を行い、同機構が実施する学修成果レポート審

査及び小論文試験に合格する必要があります。

①短期大学又は本校と異なる高等専門学校を卒業した者

②本校の学科（本科）に平成 年度以前に入学して本校の学科（本科）を卒業した

者
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Ⅶ 社会人特別選抜

１ 出願資格

次の各号のいずれかに該当する者で、企業等に在職している者のうち、所属する企業等の

長の推薦を得た者とします。

高等専門学校を卒業した者

高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）専攻科の課

程を修了した者のうち、学校教育法第 条の２（同法第 条第１項及び第 条において

準用する場合を含む。）の規定により大学に編入することができる者

短期大学を卒業した者

専修学校の専門課程を修了した者のうち、学校教育法第 条の規定により大学に編

入学することができる者

外国において、学校教育における 年の課程を修了した者

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当

該外国の学校教育における 年の課程を修了した者

我が国において、外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当

該課程を修了した者

その他本校専攻科において、高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者

２ 出願手続

出願ｴﾝﾄﾘｰ受付期間

令和６年５月 日（月）９時から令和６年５月 日（水） 時まで

出願書類受付期間

令和６年５月 日（月）９時から令和６年５月 日（水） 時まで

（郵送による場合で出願書類受付期間以降に到着したものは、令和６年５月 日

（水）までの消印のあるものに限り受理します。）

出願書類受付場所 茨城工業高等専門学校 学生課入試係

〒 ひたちなか市中根８６６

電話 －
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出願書類等 出願者は、次の出願書類等を提出してください。

出 願 書 類 等 摘 要

推 薦 書
本校所定の様式により、企業等の所属長が必要事項を記入してください。

様式は、本校ホームページからダウンロードしてください。

写 真 票

【 出願サイト】で出力したものを印刷し、「受験票」と「宛名票」

を切り離し「写真票」のみを提出してください。【 出願サイト】に

出願用顔写真を登録していない場合には、写真貼付欄に写真（縦４ ×

横３ 出願以前３ヶ月以内に撮影した上半身・正面・脱帽・無背景の

もの）を貼付してください。なお、受験票は試験当日に持参いただきま

すので、大切に保管してください。

調 査 書

成 績 証 明 書

本校所定の様式により、出身学校長又は学長が作成した調査書を厳封

したもの及び出身学校又は短期大学の所定の用紙を使用した成績証明書

を厳封したものを提出してください。調査書の様式は、本校ホームペー

ジからダウンロードしてください。

ただし、出願資格 により出願する者は、次の証明書も併せて提出

してください。

①専修学校が発行する修業年限２年以上で、かつ、修了に必要な総授

業時間数が 時間以上の専門課程を修了したことを証明する証

明書。

②専修学校の専門課程の学科の分野や履修内容が確認できる書類。

また、出願資格 から により出願する者は、調査書を出願資格に

かかる最終学校の成績証明書をもって代えることとします。

スコア等の原本

及び写し

（ も含む）スコア、または スコアの

「公式認定証」､あるいは「公式スコア票」のいずれかの原本及び写し

を提出してください。（ただし、社会人特別選抜日を基準に、２年以内

に取得したスコアとします。

※原本がないものは認めません。

（原本の返却について）

出願書類等を持参した場合：確認後その場で返却します。

出願書類等を郵送した場合：長形３号（ × ）の封筒に、郵便

番号、住所、氏名を記入し、必ず 円分の切手を貼付して、出願書類

等と一緒に郵送してください。

志 望 理 由 書

①志望理由、②専攻科に入学して多様な人々と協働して取り組みた

い事項の２項目について、日本語で句読点を含み 字以上、または英

語で ワード以上で記述（形式は自由）すること。パソコン等で作成

しても差し支えありません。この理由書は、合否の総合判定及び入学後

の指導の参考にするものです。

なお、志望理由書には氏名を記入し、最下段に総字数（英語の場合は

総ワード数）を記載してください。

そ の 他

現に日本国内に在住する外国人は、在留カードの両面の写し又は国籍

及び在留資格を確認できるもの（パスポートの写し、在日公館の証明書

等）を提出してください。

３ 出願に関する注意事項

【 出願サイト】での手続き後に出願に必要な書類を本校へ提出してください。出

願書類等を郵送する場合は、必ず簡易書留速達郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類

在中」と朱書してください。

－ 12 －



 
 

入学検定料は 円です。【 出願サイト】で支払処理をしてください。なお、

支払処理する際に別途決済手数料がかかります。検定料の支払い方法をコンビニ払いと

した際、コンビニで支払完了後に【 出願サイト】への反映に時間を要する場合があ

るので、余裕を持ったスケジュールで手続きしてください。

【 出願サイト】で出願情報の登録と入学検定料の支払いを行い、出願に必要な書類

を不備なく受付期間内に提出することで、出願の完了となりますが、書類に不備がある

場合は受理できません。

本校にて出願書類に不備がないことを確認しましたら、受領連絡として、出願完了メ

ールをお送りします。メールを確認し、「受験上の注意」をダウンロードしてください。

メールが令和６年６月３日（月）までに届かないときは、学生課入試係まで電話をして

ください。

受理した出願書類等及び入学検定料は、返還しません。ただし、次のア、イの場合に

は返還請求ができます。ア：入学検定料を振り込んだが本校に出願しなかった（出願書

類等を提出しなかった又は出願が受理されなかった）場合。 イ：入学検定料を誤って

二重に振り込んだ場合。これらの場合には、学生課入試係までご連絡ください。

４ 選抜方法

入学者の選抜は、小論文 点 、英語換算スコア 点 、面接 専門科目に関する

口頭試問を含む。 点 の総得点、調査書及び志望理由書を含めて総合判定して行い

ます。

英語については、筆記試験は行わず、社会人特別選抜日を基準に２年以内に取得した

含む 、または のいずれかのスコアにより得点を換

算する。

換算方法は、次のとおりとする。

含む スコア ÷ －

スコア × －

換算後の点数が 点以上になる場合は 点とする。また、小数点以下が生じた場合

は小数点第１位を切り上げて整数とする。

選抜期日・検査会場（社会人特別選抜）

社会人特別選抜期日 時 間 科 目 等 会 場

令和６年６月８日（土）
： ～ ：

： ～

小 論 文

面 接
茨城工業高等専門学校

＊開始 分前までに本校の指定する場所に集合してください。集合場所は願書受付時に

お知らせします。

５ 合格者の発表

発表日時 令和６年６月 日（金） 時 分

発表方法 合格者の受験番号を本校において発表するとともに、合格者には文書で

通知します。
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また、本校のホームページにも掲載します。

なお、電話による合否の問い合わせには応じません。

６ 入学確約書の提出

合格通知を受けた者は、令和６年６月 日（金） 時までに「入学確約書」を本校学生課

入試係へ提出してください。 郵送の場合も、令和６年６月 日（金）までに必着のこと。

なお、期限までに「入学確約書」を提出しない者は、本校に入学の意志がないものとして

取り扱います。

７ 入学手続き

入学確約書提出者に別途通知します。ただし、所定の期限内に入学手続きを完了しない者

は、本校に入学の意志がないものとして取り扱います。

８ その他注意事項

選抜当日は「受験票」を必ず持参してください。

入学願書提出後に、住所（郵便受取先）を変更したときは、直ちに本校学生課入試係

に届け出てください。

学士の学位の取得について

本校専攻科は、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の特例適用認定を受けてい

るため、認定科目表に掲げる授業科目の単位を修得し、学修総まとめ科目の履修計画書

と成果の要旨を提出した後、同機構の審査を経て合格した者に学位が授与されます。

しかしながら、社会人特別選抜により本校専攻科に入学した場合には、特例による学

位授与申請ではない通例による学位授与申請を行い、同機構が実施する学修成果レポー

ト審査及び小論文試験に合格する必要があります。また、社会人特別選抜の出願資格に

よっては、通例による学位授与申請が出来ない可能性がありますので、出願前にご相談

ください。
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Ⅷ タイ政府奨学金留学生特別推薦選抜

１ 出願資格

次の各号のいずれにも該当し、系長の推薦に基づき学校長の推薦を得た者とします。

プリンセスチュラポーン王女サイエンスハイスクール（ ）から本校の１年次に

入学したタイ政府奨学金留学生で、出入国管理及び難民認定法に規定する「留学」の

在留資格を有する者

本校を令和７年３月に卒業見込みの者

本校において規則に違反して懲戒処分等を受けていない者

本校において原学年にとどめられたこと（留年）がない者

本校専攻科に確実に入学する意思がある者

含む のスコア 点以上の者（特別推薦選抜日を基準に、

２年以内に取得したスコアに限る。

２ 出願手続き

出願ｴﾝﾄﾘｰ受付期間

令和６年４月９日（火）９時から令和６年４月 日（水） 時まで

出願書類受付期間

令和６年４月 日（火）９時から令和６年４月 日（水） 時まで

（郵送による場合で出願書類受付期間以降に到着したものは、令和６年４月 日

（水）までの消印のあるものに限り受理します。）

出願書類受付場所 茨城工業高等専門学校 学生課入試係

〒 ひたちなか市中根８６６

電話 －

－ 15 －



 
 

出願書類等 出願者は、次の出願書類等を提出してください。

出 願 書 類 等 摘 要

推 薦 書
本校所定の様式により、在籍の学校長又は学長が作成してください。

様式は、本校ホームページからダウンロードしてください。

写 真 票

【 出願サイト】で出力したものを印刷し、「受験票」と「宛名票」

を切り離し「写真票」のみを提出してください。【 出願サイト】に

出願用顔写真を登録していない場合には、写真貼付欄に写真（縦４ ×

横３ 出願以前３ヶ月以内に撮影した上半身・正面・脱帽・無背景の

もの）を貼付してください。なお、受験票は試験当日に持参いただきま

すので、大切に保管してください。

調 査 書

成 績 証 明 書

本校所定の様式により、本校校長が作成した調査書を厳封したもの及

び本校の所定の用紙を使用した成績証明書を厳封したものを提出してく

ださい。調査書の様式は、本校ホームページからダウンロードしてくだ

さい。

スコア等の原本

及び写し

（ も含む）スコア 点以上の原本及び写しを

提出してください。

（ただし、特別推薦選抜日を基準に、２年以内に取得したスコアとします。）

※令和６年４月に実施されるテスト結果を利用する場合、出願期間ま

でに公式ホームページ等で確認することが可能であれば出願を認め

ます。ただし、後日、原本及び写しを必ず提出してください。

（原本の返却について）

出願書類等を持参した場合：確認後その場で返却します。

出願書類等を郵送した場合：長形３号（ × ）の封筒に、郵便

番号、住所、氏名を記入し、必ず 円分の切手を貼付して、出願書類

等と一緒に郵送してください。

志 望 理 由 書

①志望理由、②専攻科に入学して多様な人々と協働して取り組みたい

事項の２項目について、日本語で句読点を含み 字以上、または英語

で ワード以上で記述（形式は自由）すること。パソコン等で作成し

ても差し支えありません。この理由書は、合否の総合判定及び入学後の

指導の参考にするものです。

なお、志望理由書には氏名を記入し、最下段に総字数（英語の場合は

総ワード数）を記載してください。

そ の 他
在留カードの両面の写し又は国籍及び在留資格を確認できるもの（パ

スポートの写し、在日公館の証明書等）を提出してください。

３ 出願に関する注意事項

【 出願サイト】での手続き後に出願に必要な書類を本校へ提出してください。出

願書類等を郵送する場合は、必ず簡易書留速達郵便とし、封筒の表に「専攻科出願書類

在中」と朱書してください。

入学検定料は 円です。【 出願サイト】で支払処理をしてください。なお、

支払処理する際に別途決済手数料がかかります。検定料の支払い方法をコンビニ払いと

した際、コンビニで支払完了後に【 出願サイト】への反映に時間を要する場合があ

るので、余裕を持ったスケジュールで手続きしてください。

【 出願サイト】で出願情報の登録と入学検定料の支払いを行い、出願に必要な書類

を不備なく受付期間内に提出することで、出願の完了となりますが、書類に不備がある

場合は受理できません。

本校にて出願書類に不備がないことを確認しましたら、受領連絡として、出願完了メ

ールをお送りします。メールを確認し、「受験上の注意」をダウンロードしてください。
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メールが令和６年５月１日（水）までに届かないときは、学生課入試係まで電話をして

ください。

受理した出願書類等及び入学検定料は、返還しません。ただし、次のア、イの場合に

は返還請求ができます。ア：入学検定料を振り込んだが本校に出願しなかった（出願書

類等を提出しなかった又は出願が受理されなかった）場合。 イ：入学検定料を誤って

二重に振り込んだ場合。これらの場合には、学生課入試係までご連絡ください。

４ 選抜方法

入学者の選抜は、面接は行わず、推薦書及び志望理由書を含めて総合判定して行います。

５ 合格者の発表

発表日時 令和６年５月 日（火） 時 分

発表方法 合格者の受験番号を本校において発表するとともに、合格者には文書で

通知します。

また、本校のホームページにも掲載します。

なお、電話による合否の問い合わせには応じません。

６ 入学確約書の提出

合格通知を受けた者は、令和６年５月 日（金） 時までに「入学確約書」を本校学生課

入試係へ提出してください。 郵送の場合も、令和６年５月 日（金）までに必着のこと。

なお、期限までに「入学確約書」を提出しない者は、本校に入学の意志がないものとして

取り扱います。

７ 入学手続き

入学確約書提出者に別途通知します。ただし、所定の期限内に入学手続きを完了しない者

は、本校に入学の意志がないものとして取り扱います。

８ その他注意事項

入学願書提出後に、住所（郵便受取先）を変更したときは、直ちに本校学生課入試

係に届け出てください。

学士の学位の取得について

本校専攻科は、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の特例適用認定を受けてい

るため、認定科目表に掲げる授業科目の単位を修得し、学修総まとめ科目の履修計画書

と成果の要旨を提出した後、同機構の審査を経て合格した者に学位が授与されます。
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Ⅸ 共通事項

１ 個人情報の取り扱いについて

出願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成

績・評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は、入学者選抜の資料及び次の目的

にのみ利用します。

入学後の教育・指導

入学料、授業料の免除申請の審査

奨学金申請の審査

本校及び国立高等専門学校全体の教育制度･入学者選抜制度の改善のための調査･研究

２ 情報開示請求

入学試験個人成績の開示請求手続きについては、本校総務課にお問い合わせください。

電話 －

３ 入学者選抜に関する合理的配慮の提供に関して

茨城工業高等専門学校では、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」「文部

科学省所管事業分野における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応指針」及び、

「独立行政法人国立高等専門学校機構における障害を理由とする差別の解消の推進に関する

対応要領」に則り、障害等による支援ニーズのある学生に対して、受験上または修学上の合

理的配慮の提供を行っています。

入学者選抜において障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、早めに茨城工

業高等専門学校学生課入試係までご相談ください。なお、合理的配慮の提供には準備に時間

がかかることもあるため、令和６年４月 日（月）を過ぎてからの相談及び申請では準備期

間が短くなり、希望する合理的配慮を受けられず、安心して試験を受けられなくなる可能性

があることに注意してください。

必要に応じて、出願者、出願者の保護者等及び在籍する学校関係者に対して、相談された

内容について質問する場合がありますが、合理的配慮に関する申請及び問い合わせ内容は、

入学者選抜の合否判定には一切影響ありません。

入試の公平性を担保するため、合理的配慮提供の根拠となる資料の提出を求める場合があ

ります。必要となる根拠資料に関しては、文部科学省「障害のある学生の修学支援に関する

検討会報告（第二次まとめ）」によって示されている、 障害者手帳の種別・等級・区分認

定、 適切な医学的診断基準に基づいた診断書、 標準化された心理検査等の結果、 学内

外の専門家の所見、 高等学校、特別支援学校等の大学等入学前の支援状況に関する資料、

）本人が自らの障害の状況を客観的に把握・分析した説明資料等が該当します。

根拠資料に関しては、提出の要不要についても学生課入試係までご相談ください。ご提出

いただく根拠資料としての条件を満たしているかどうか、学生課入試係において確認いたし

ます。満たしていない場合は、その理由を明示したうえで再提出を求めることがあります。

（お願い）

入学後に修学上の合理的配慮が必要な場合には、合理的配慮提供のための準備を十分に行

うために、出願前の可能な限り早い段階で事前相談を受けられることをお勧めします。入試

後、または入学後に合理的配慮に関して初めて申請なさると、修学に必要な支援を十分に受
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けられなくなる可能性があります。なお、事前相談を受けられても、入学者選抜の合否判定

には一切影響ありません。

相談窓口：茨城工業高等専門学校 学生課入試係

〒 茨城県ひたちなか市中根８６６

電話 － －

－ －

４ その他

この募集要項について、訂正等があった場合は、本校のホームページで随時お知らせし

ますので、出願書類を提出する前に本校のホームページを必ずご確認願います。

 
 

Ⅸ 共通事項

１ 個人情報の取り扱いについて

出願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成

績・評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は、入学者選抜の資料及び次の目的

にのみ利用します。

入学後の教育・指導

入学料、授業料の免除申請の審査

奨学金申請の審査

本校及び国立高等専門学校全体の教育制度･入学者選抜制度の改善のための調査･研究

２ 情報開示請求

入学試験個人成績の開示請求手続きについては、本校総務課にお問い合わせください。

電話 －

３ 入学者選抜に関する合理的配慮の提供に関して

茨城工業高等専門学校では、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」「文部

科学省所管事業分野における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応指針」及び、

「独立行政法人国立高等専門学校機構における障害を理由とする差別の解消の推進に関する

対応要領」に則り、障害等による支援ニーズのある学生に対して、受験上または修学上の合

理的配慮の提供を行っています。

入学者選抜において障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、早めに茨城工

業高等専門学校学生課入試係までご相談ください。なお、合理的配慮の提供には準備に時間

がかかることもあるため、令和６年４月 日（月）を過ぎてからの相談及び申請では準備期

間が短くなり、希望する合理的配慮を受けられず、安心して試験を受けられなくなる可能性

があることに注意してください。

必要に応じて、出願者、出願者の保護者等及び在籍する学校関係者に対して、相談された

内容について質問する場合がありますが、合理的配慮に関する申請及び問い合わせ内容は、

入学者選抜の合否判定には一切影響ありません。

入試の公平性を担保するため、合理的配慮提供の根拠となる資料の提出を求める場合があ

ります。必要となる根拠資料に関しては、文部科学省「障害のある学生の修学支援に関する

検討会報告（第二次まとめ）」によって示されている、 障害者手帳の種別・等級・区分認

定、 適切な医学的診断基準に基づいた診断書、 標準化された心理検査等の結果、 学内

外の専門家の所見、 高等学校、特別支援学校等の大学等入学前の支援状況に関する資料、

）本人が自らの障害の状況を客観的に把握・分析した説明資料等が該当します。

根拠資料に関しては、提出の要不要についても学生課入試係までご相談ください。ご提出

いただく根拠資料としての条件を満たしているかどうか、学生課入試係において確認いたし

ます。満たしていない場合は、その理由を明示したうえで再提出を求めることがあります。

（お願い）

入学後に修学上の合理的配慮が必要な場合には、合理的配慮提供のための準備を十分に行

うために、出願前の可能な限り早い段階で事前相談を受けられることをお勧めします。入試

後、または入学後に合理的配慮に関して初めて申請なさると、修学に必要な支援を十分に受
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Ⅹ 入学案内

１ 専攻科の設置

平成 年４月

２ 専攻科の目的

専門工学（機械工学、電気電子工学、情報工学及び応用化学）の深い知識及び研究遂行能

力を修得すると共に、他分野を専攻する学生など多様な人々と協働して問題を発見・展開し、

解決に向けて取り組むことができる実践的・創造的技術者を育成する。

３ 専攻名及び入学定員

産業技術システムデザイン工学専攻 名

４ 修業年限 ２年

５ 教育方針

専攻科は「産業技術システムデザイン工学専攻」のみの一専攻制をとっています。本科で

学んできた工学教育の上に、専門工学（機械工学、電気電子工学、情報工学及び応用化学）

の深く、より高度な知識を修得するとともに、専門及び複合領域において自ら問題を発見・

展開し、解決に向けて取り組むことができる実践的・創造的技術者を育成します。専門分野

における知識の深化を図るため、大学改革支援・学位授与機構への学位申請区分に対応した

４コースを設けています。

６ 教育課程

、 ページに記載する教育課程を参照願います。

７ 学士の学位取得方法

本校の専攻科を修了し、一定の条件を満たした者については、大学改革支援・学位授与機

構の行う審査を受けて、大学を卒業した者と同等の学力があると認められた場合に、学士

（工学）の学位を取得できます。
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８ 入学時に必要な経費

入学料 円

授業料 円（前期分） 年額 円を前期・後期に分けて納入します。

教科書・教材費 円程度 入学後の所属コースにより異なります。

※入学料及び授業料改定が行われた場合には、改定時から新入学料及び新授業料が適用さ

れます。

９ 入学料・授業料免除

入学料免除

入学前１年以内において、本校に入学する者の学資を主として負担している者が死亡、

又は本校に入学する者若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けた場合、その他学校長

が相当と認める事由により入学料の納付が著しく困難であると認められる場合は、本人の

申請により学内選考を経て高専機構が審査し、承認されれば入学料の全額又は半額を免除

することがあります。

授業料免除

経済的理由により授業料の納付が困難で、かつ、学業成績、人物共に優秀で健康と認め

られる者には、本人の申請により学内審査を経て授業料の全額又は半額を免除することが

あります。

※入学料、授業料とも、納入期日までに納付が困難なときに納期を遅らせる徴収猶予制度

もあります。

奨学金制度

学業、人物ともに優れ、健康でかつ経済的理由により修学に困難がある学生等に貸与され

る奨学金があります。本人の申請により学内審査で承認されれば奨学生として推薦します。

主なものとしては、日本学生支援機構の貸与奨学金の募集が４月にあります。

学校災害共済給付制度（日本スポーツ振興センター）

この制度は、学校の安全の普及・充実を図るとともに、授業中、課外活動、登下校時など

学校の管理下における学生の負傷、疾病、障害又は死亡に関して必要な給付を行うものです。

本校では学生全員が加入しています。
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別表第３　　専攻科
産業技術システムデザイン工学専攻　　令和4年度以降入学生に係る教育課程

現 代 英 語 Ⅰ 2

現 代 英 語 Ⅱ 2

国 際 経 済 2

技 術 者 倫 理 2

8

現 代 歴 史 学 2

現 代 思 想 2

4

1

他大学等での履修科目＊ 4単位以内

10単位以上

知 的 財 産 論 特 論 2

科 学 技 術 史 2

地 球 ・ 環 境 科 学 2

現 代 数 学 2

現 代 物 理 学 2

シ ス テ ム デ ザ イ ン 論 2

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 特 論 1

実 務 研 修 2 　２週間以上、行うこと

海 外 実 務 研 修 2

独立行政法人国立高等専
門学校機構実施の海外イ
ンターンシップ（２週間以上
実施のもの）に限る

専 攻 科 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ 4

専 攻 科 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ 4

特 別 実 験 3

特 別 研 究 Ⅰ 8 １年生で修得すること

特 別 研 究 Ⅱ 8 ２年生で修得すること

44

42

区　分 授　業　科　目 単位数 備  考

一
　
般
　
科
　
目

必
修
科
目

全
コ
ー

ス
共
通

科
目

開 設 単 位 計

選
択
科
目

全
コ
ー

ス
共
通

科
目 　１科目以上履修すること（※）

開 設 単 位 計

グ ロ ー バ ル 特 別 研 修 　単位の認定は別に定める

特 別

学 修
　単位の認定は別に定める

修 得 単 位 数

専
　
門
　
科
　
目

必
　
修
　
科
　
目

全
コ
ー

ス
共
通
科
目

いずれか１科目修得するこ
と（2科目修得することはでき
ない）

プロジェクト実験を含む

いずれかの科目で学協会
において発表を行うこと

開 設 単 位 計

修 得 単 位 数
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区　分 授　業　科　目 単位数 備  考

応 用 材 料 力 学 2

機 械 工 作 2

応　　用　　流　　体　　力　　学 2

熱 エ ネ ル ギ ー 工 学 2

応 用 制 御 工 学 2

応 用 機 械 力 学 2

応 用 計 測 工 学 2

メ カ ト ロ ニ ク ス 2

画 像 工 学 2

電 磁 気 学 特 論 2

パワーエレクトロニクス特論 2

電 子 物 性 工 学 2

光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2

セ ン サ ー 工 学 2

離 散 数 学 特 論 2

マ イ コ ン 応 用 シ ス テ ム 2

音 声 信 号 処 理 2

オ ー ト マ ト ン 2

情 報 理 論 特 論 2

コンピュータアーキテクチャ 2

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ミ ン グ 2

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 特 論 2

人 工 知 能 特 論 2

物 理 化 学 特 論 Ⅰ 2

無 機 化 学 特 論 2

有 機 化 学 特 論 2

分 析 化 学 特 論 2

分 子 生 物 学 特 論 2

物 理 化 学 特 論 Ⅱ 2

無 機 材 料 特 論 2

有 機 材 料 特 論 2

62

他 大 学 等 で の 履 修 科 目

知 識 技 能 審 査

10単位以上

52単位以上

118

62単位以上

履修科目の内容によっては「１科目以上修得すること（※）」のうちの１科目とすることができる。
ＡＭコース：機械工学コースの略称
ＡＥコース：電気電子工学コースの略称
ＡＩコース：情報工学コースの略称
ＡＣコース：応用化学コースの略称

専
　
門
　
科
　
目

選
　
択
　
科
　
目

Ａ
Ｍ
コ
ー

ス
科
目

Ａ
Ｅ
コ
ー

ス

科
目

Ａ
Ｅ
・
Ａ
Ｉ

コ
ー

ス
共
通

科
目

Ａ
Ｉ
コ
ー

ス

科
目

Ａ
Ｃ
コ
ー

ス
科
目

修 得 単 位 数

開 設 単 位 合 計

修 得 単 位 数 合 計
　一般科目10単位以上(必修科目8単位)
　専門科目52単位以上(必修科目42単位、コース専門科目10単位以
上）

開 設 単 位 計

特 別
8単位以内 　単位の認定は別に定める

学 修

修 得 単 位 数
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令和７年度 茨城工業高等専門学校専攻科入学志願者

調 査 書
受験番号 ※

ふりがな 性 別 男 ・ 女

氏 名 生年月日
平成

昭和
年 月 日生

出身学校

国立・公立・私立

学校・大学 学科

年 月 入学・編入学・転入学

年 月
卒業・卒業見込

修了・修了見込

学業成績

出身学校又は大学の所定の用紙を使用し、当該学校長又は学長が作成した成績

証明書を、厳封の上、添付すること。（成績の評価を評語で記入の場合は、評語

の評点基準を明示してください。）

学
科
内
席
次

１年 人中 位 評語の評点基準

２年 人中 位 Ａ 優 点～ 点

３年 人中 位 Ｂ 良 点～ 点

４年 人中 位 Ｃ 可 点～ 点

５年 人中 位 Ｄ 不可 点～ 点

卒業研究

題 目

在
学
中
の
状
況

（人物・課外活動・生活態度等を記入してください。なお、推薦選抜志願者については、推薦書に

よって代替しますので記入不要です。）

上記のとおり相違ないことを証明する。

令和 年 月 日

所在地

学校・大学名

学校長・学長名

記入上の注意

１．※欄は記入しないでください。

社会人特別選抜用

受験番号 ※

推 薦 書
令和 年 月 日

茨城工業高等専門学校長 殿

所 在 地

企業等名

所属長名

下記の者は、貴校専攻科産業技術システムデザイン工学専攻への入学が適当と認められるので、

推薦いたします。

記

氏 名 生年月日
平成

昭和
年 月 日

人 物

勤 務 態 度

推 薦 理 由

その他参考事項

記入上の注意

１．※欄は記入しないでください。

２．該当事項を○で囲んでください。 

公印 



学校長推薦用

受験番号 ※

推 薦 書
令和 年 月 日

茨城工業高等専門学校長 殿

所在地

学校名

学校長・学長

下記の者は、貴校専攻科産業技術システムデザイン工学専攻への入学がふさわしいものと認め、

責任をもって推薦いたします。

記

氏 名 生年月日

平成 年 月 日生

推 薦 理 由

推薦書記入者の職・氏名 ○印

記入上の注意

１．※欄は記入しないでください。

学 科 内

推薦順位
※

公印 



本校学生推薦用

受験番号 ※

推 薦 書
令和 年 月 日

茨城工業高等専門学校長 殿

学科・系 国際創造工学科 系

系 長 ○印

下記の者は、専攻科産業技術システムデザイン工学専攻への入学がふさわしいものと認め、責

任をもって推薦いたします。

記

氏 名 生年月日

平成 年 月 日生

推 薦 理 由

推薦書記入者の職・氏名 ○印

記入上の注意

１．※欄は記入しないでください。

学 科 内

推薦順位
※



社会人特別選抜用

受験番号 ※

推 薦 書
令和 年 月 日

茨城工業高等専門学校長 殿

所 在 地

企業等名

所属長名

下記の者は、貴校専攻科産業技術システムデザイン工学専攻への入学が適当と認められるので、

推薦いたします。

記

氏 名 生年月日
平成

昭和
年 月 日

人 物

勤 務 態 度

推 薦 理 由

その他参考事項

記入上の注意

１．※欄は記入しないでください。

２．該当事項を○で囲んでください。 

公印 



令和 年 月 日 

 
出 願 承 諾 書

 
 
茨城工業高等専門学校長 殿 
 
 

所 在 地 
 

企 業 等 名 
 
 

所属企業等の長 印 
 
 
 
下記の者が貴校の専攻科入学者選抜試験に出願することを承諾いたします。 

 
 

記 
 
 
出 願 者 氏 名 
 
 
生 年 月 日 年 月 日生 
 

 
所 属 部 ・ 課 
 
 
 
※この出願承諾書は、企業等に在職のまま入学を希望する者のみに使用してください。 

 

平成 
昭和 





勝田高校

②

入 学 案 内
（出願書類添付）

市
毛
十
字
路 ファミリーマート

セブンイレブン

北関東自動車道

ツルハドラッグ


